
 

平成２２年１０月８日開催｢定例公安委員会｣  
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（１）平成２２年９月中の警察あて苦情の受理・処理状況     平成２２年９月中に警察に寄せられた苦情の受理及び処理状況について報告があり、これを了承した。 
（２）自動車運転代行業の認定申請    認定申請者に対する調査結果の報告を受けて、申請者を自動車運転代行業として認定することを決裁した。 
（３）２０１０年ＡＰＥＣ財務大臣会合に伴う警察職員の援助要求    京都府公安委員会から２０１０年ＡＰＥＣ財務大臣会合に伴う警察職員の援助要求を受け、これに同意した。   
２
２２ 
  包
包包括
括括的
的的案
案案件
件件 
  

〈報告事項〉
 
  

（１）広域事務所荒し等事件の検挙    県警察から、本年３月中旬から６月初旬にかけて福井・石川・富山等５県にわたり、主に県境山間部で発生した広域窃盗（事務所荒し等）事件の捜査が終結した旨の報告があった。     委員から「広域的に犯行を繰り返した被疑者を逮捕したことで、県民の体感治安は向上したと思う。余罪を徹底的に追及していただきたい。」との発言があった。  
（２）中国人ブローカーら男女６人による偽装結婚事件    県警察から、中国人ブローカーらによる偽装結婚事件につき、事案の概要及び男女被疑者６人を逮捕した旨の報告があった。     委員から偽装結婚の目的について確認があり、県警察から「中国人は日本で合法的に稼働できる在留資格を取得すること、日本人は戸籍を貸す見返りに報酬を得ることなどが目的である。」旨の説明があった。    委員から「多くの国際結婚の中から偽装結婚を見抜き検挙していただいたことに感謝する。背後関係を含めて徹底した捜査をお願いしたい。」旨の発言があった。   



（３）右翼団体代表を無免許運転で現行犯逮捕    県警察から、本年１０月５日早朝、右翼団体代表者を無免許運転で現行犯逮捕した旨の報告があった。     委員から、無免許運転に対する罰則について確認があり、県警察から「１年以下の懲役又は３０万円以下の罰金である。」旨の説明があった。    委員から「ＡＰＥＣ首脳会議を控えたこの時期に右翼団体の代表者を逮捕したことは、対策上効果がある。」旨の発言があった。  
（４）第３６６回（９月）定例県議会の開催結果    県警察から、第３６６回（９月）定例県議会における県警察からの提出案件及び公安委員会（警察）関係の質問状況について報告があった。     委員から「今議会では、県警察から１２月議会に上程予定の暴力団排除条例に関する質問があったようであるが、同条例の制定に向けてしっかり取り組んでいただきたい。」旨の発言があった。  
（５）平成２２年度上半期の子ども女性安全対策室の活動    県警察から、子ども女性安全対策室の平成２２年度上半期の活動実態（前兆事案の把握件数、検挙、指導・警告等の取扱い状況）及び今後の取組み方針について報告があった。     委員から「同対策室の活動は、子ども・女性が被害となる事案の取締りだけに、県民の関心は高いと思う。また、リューピーネットでは、事案の発生だけでなく、検挙や指導・警告情報を発信することで県民に安心感を与えているものと感謝している。今後とも関連情報の収集に努め、この種事案の予防と検挙に全力を上げていただきたい。」旨の発言があった。  
（６）平成２２年９月末における刑法犯認知・検挙状況 県警察から、平成２２年９月末における刑法犯の認知・検挙状況（窃盗犯手口別認知・検挙状況、重要犯罪発生状況、知能犯関係発生状況及び警察署別の認知・検挙状況）について報告があった。   【平成２２年９月末現在】 ○ 認知件数 ４，５３１件（対前年同期比３８９件減少） ○ 検挙件数 １，９２２件（対前年同期比１４６件減少） ○ 検挙率   ４２．４％（対前年同期比０．４Ｐ増加） ○ 検挙人員 １，００１人（対前年同期比１１７人減少）  委員から「本年も残り約３カ月となり、刑法犯認知件数の８年連動減少を是非とも達成するよう頑張っていただきたい。また、未解決のコンビニ強盗事件の犯人逮捕にも全力を尽くしていただきたい。」旨の発言があった。  
（７）秋の交通安全県民運動の実施結果    県警察から、本年９月２１日から同３０日までの間に実施した秋の交通安全県民



運動の結果として、期間中の交通事故発生状況、交通取締り状況及び各警察署が実施した主な交通安全イベントについて報告があった。     委員から「全国の交通事故が増加している原因に高速道路の一部無料化の社会実験は影響しているのか。」との確認があり、県警察から「高速道路上での交通事故はそれほど増えていない。」旨の説明があった。    委員から「現在のところ今年の本県における交通事故死者数は大幅に減少し、大変良い傾向にある。交通事故の減少に向けて交通指導取締りを継続強化するとともに、道路管理者との連携により道路環境の整備にも努めていただきたい。」旨の発言があった。  
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  本日（１０月８日）実施した道路交通法違反等に関する意見の聴取８件の実施結果と処分内容に関する説明を受け、原案のとおりこれを決定した。   


